
　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
図
る
簡
易

的
な
排
水
処
理
装
置
と
し
て
、
全

国
に
普
及
し
た
単
独
浄
化
槽
。
し

か
し
一
方
で
、
生
活
雑
排
水
は
そ

の
ま
ま
処
理
さ
れ
ず
に
、
川
や
海

に
垂
れ
流
し
―
―
。
時
代
の
変
化

と
と
も
に
負
の
遺
産
と
な
っ
た
単

独
浄
化
槽
は
、
平
成
12
年
に
改
正

さ
れ
た
浄
化
槽
法
に
よ
り
合
併
浄

化
槽
へ
の
転
換
が
義
務
付
け
ら
れ

今
も
な
お
公
共
施
設
で

使
用
さ
れ
る
単
独
浄
化
槽

和
歌
山
県
で
は

単
独
浄
化
槽
を
転
換
す
る

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

県
が
範
を
示
す
こ
と
で

地
域
住
民
の

意
識
を
改
革

コラム

県をあげてリサイクル製品の普及を促進

和歌山観光PR
シンボルキャラクター

わかぱん

　
汚
水
処
理
の
整
備
ス
ピ
ー
ド
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
和
歌

山
県
の
よ
う
に
県
や
自
治
体
が
率

先
し
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大

切
と
な
る
。
さ
ら
に
同
県
で
は
、

各
市
町
村
に
対
し
て
合
併
浄
化
槽

へ
の
転
換
費
用
だ
け
で
な
く
、
転

換
に
際
し
て
必
要
と
な
る
単
独
浄

化
槽
の
撤
去
費
用
も
補
助
の
対
象

に
す
る
な
ど
、
早
期
転
換
の
実
現

に
向
け
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
る
。

和
歌
山
県
が
県
所
有
の

単
独
浄
化
槽
を

す
べ
て
合
併
浄
化
槽
へ

▲和歌山県の南部高校 龍神分校寄宿舎に施工された、フジク
リーンの浄化槽（CEN型 35人槽）

▲浄化槽の部品に使用
　する再生材

れ
て
い
る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の

真
剣
な
取
り
組
み
が
緊
要
だ
。

　
現
在
、
県
所
有
の
施
設
で

1
8
7
基（
平
成
26
年
3
月
現
在
）

の
単
独
浄
化
槽
が
使
わ
れ
て
い
る

和
歌
山
県
で
は
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
す
べ
て
を
合
併
浄
化
槽
に
転

換（
又
は
下
水
道
へ
接
続
）
す
る

と
発
表
。
す
で
に
、
平
成
28
年
度

に
は
26
施
設
を
転
換
、
平
成
29
年

度
に
は
18
施
設
の
転
換
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
平
成
26
年
、
国
土
交

通
省
、
環
境
省
、
農
林
水

産
省
の
3
省
が
発
表
し
た

「
都
道
府
県
構
想
策
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
」（
以
下
、マ
ニ
ュ

ア
ル
）。
そ
れ
を
受
け
和

歌
山
県
は
、
平
成
28
〜
32

年
の
5
年
間
で
、
県
所
有

の
単
独
浄
化
槽
を
す
べ
て

合
併
浄
化
槽
へ
転
換
（
又

は
下
水
道
へ
接
続
）
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。

　和歌山県では、廃棄物の減量化やリサ
イクルの促進に役立つ製品を「和歌山県
認定リサイクル製品」として認定。県と
して優先的に購入し、リサイクル製品の
普及を図る。濾材や担体など、さまざま
な部品に再生材を使用したフジクリーン
の浄化槽も「和歌山県認定リサイクル製
品」に選ばれている。

た
。
し
か
し
、
全
国
の
地
方
公
共

団
体
が
所
有
す
る
単
独
浄
化
槽

は
、
約
4
万
6
千
基（
平
成
28
年

3
月
現
在
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
3
省
合
同
で
発
表
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
平
成
26
年
か
ら

の
10
年
間
で
汚
水
処
理
の
整
備
を

概
ね
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ

里川ホタル
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（2） 水 泥 新 聞 2017 年（平成 29年）10月 5日 木曜日　発行

必
要
不
可
欠
！

実
現
に
は
、浄
化
槽
が

　
単
独
浄
化
槽
の
転
換
を
推
進
す

る
和
歌
山
県
だ
が
、
都
道
府
県
別

に
見
た
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
2
（
平
成
28
年
3

月
現
在
）
と
、
大
き
く
遅
れ
を
と
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
急
峻

な
地
形
に
よ
り
下
水
道
を
整
備
す

る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
近
年
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
本
格
的
に
進
行
し
て
き
た

た
め
、
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に

関
す
る
計
画
の
見
直
し
を
実
施
。

平
成
29
年
3
月
、
新
た
に
「
和
歌

山
県
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構

想
」
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、

平
成
38
年
度
末
ま
で
に
汚
水
処

理
人
口
普
及
率
80
％
達
成
を
目
標

に
設
定
。
こ
れ
ま
で
1
1
6
か

所
と
し
て
き
た
集
合
処
理
区
数
を

1
0
4
か
所
に
変
更
し
、
削
減

し
た
分
は
合
併
浄
化
槽
の
普
及
を

促
進
す
る
な
ど
、
早
期
実
現
を
目

指
す
。

　
和
歌
山
県
に
来
て
下
さ
る
観

光
客
の
数
は
、
外
国
人
も
含
め

て
、
全
国
平
均
よ
り
も
大
き
く

伸
び
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
こ
う
い
う
流
れ
を
も
っ

と
広
範
囲
に
及
ぼ
し
、
加
速
さ

せ
る
た
め
に
、
和
歌
山
県
で
は

新
た
な
観
光
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、「
水
の
国
、
わ
か
や
ま
。」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
和
歌
山

県
は
地
形
に
も
恵
ま
れ
て
、
き

れ
い
な
川
や
美
し
い
海
が
い
っ

ぱ
い
だ
か
ら
、
観
光
客
に
こ
う

い
う
川
や
海
で
大
い
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
考
え
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
来
ら
れ
た
方
に
快

適
な
思
い
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
と
り
わ

け
公
衆
系
の
ト
イ
レ
を
美
し
く

和
歌
山
県
が
設
定
し
た

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

80
％

ワ
ー
ス
ト
2
の

汚
名
返
上
の
た
め

汚
水
処
理
計
画
を

見
直
し

お
も
て
な
し
ト
イ
レ
と
汚
水
処
理

コラム

「水の国、わかやま。」
実施中

し
よ
う
と
「
お
も
て
な
し
ト
イ

レ
大
作
戦
」
を
実
施
中
で
す
。

こ
こ
数
年
の
努
力
の
結
果
、
ほ

と
ん
ど
の
ト
イ
レ
が
温
水
洗
浄

便
座
付
き
の
洋
式
ト
イ
レ
を
備

え
た
ピ
カ
ピ
カ
の
も
の
に
な
り

ま
し
て
、
あ
の
週
刊
文
春
で
絶

賛
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
い
う
自
慢
す
べ
き
も
の

の
反
対
に
、
和
歌
山
県
の
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
は
あ
ん
ま
り

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
名
を

秘
す
他
県
に
次
ぎ
下
か
ら
二
番

目
の
水
準
で
す
。
和
歌
山
県
で

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
人
口
密

集
度
が
低
く
、
地
形
が
狭
く
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

で
す
か
ら
下
水
が
整
備
し
に

く
い
の
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽

に
も
活
躍
し
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の

普
及
の
た
め
の
補
助
金
は
、
結

構
手
厚
く
用
意
し
、
か
つ
ト
イ

レ
を
早
く
直
し
ま
し
ょ
う
と
熱

心
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
「
水

の
国
、
わ
か
や
ま
。」
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
是
非
こ
の
際
、
ご
家
庭
や
お

店
の
ト
イ
レ
を
下
水
に
つ
な
い

だ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
入

れ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　「
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
大
作

戦
」
の
よ
う
に
、
こ
の
面
で
も
、

さ
す
が
和
歌
山
は
清
潔
で
、
よ

く
や
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

▲本州最南端にある清流、古座川では、
カヌー体験が人気。川底まで見える透
明度の高い川では、まるで宙に浮かん
でいるかのような体験ができる。

▲和歌山県広報紙
　「県民の友 No.940
　平成 28年 12月号」
　より抜粋

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　「
県
民
の
皆
様
へ
」

和歌山県知事
仁坂 吉伸

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
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※平成28年度「和歌山県全県域汚水適正処理構想」より

0%

29.6%

59%
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35.0%
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H26実績 H38目標

汚水処理人口普及率の
H26 実績とH38目標

浄化槽
農業集落排水等

　和歌山県・和歌山県観光連盟では、
観光キャンペーン「水の国、わかやま。」
（平成 28 年 7 月 21日～平成 30 年 3 月
31日）を実施中。ガイドブックや公式サ
イト（https://www.wakayama-kanko.or.jp/
mizunokuni/）では、清らかな水にまつわ
る観光スポットや文化の魅力を発信。雄
大な自然に育まれた水の素晴らしさを
通して、誘客の促進を図っている。
　同キャンペーンに先駆けて実施され
たのが、「おもてなしトイレ大作戦」。「お
もてなしの基本は、きれいなトイレ」と
の思いから、観光地の公衆トイレの洋
式化や温水洗浄便座を導入。総事業費
約 30 億円をかけて、合計 661か所（平
成 28年度末時点）のトイレを整備した。
その結果、公衆トイレが地域自慢の資源
となり、観光客からの評判も上々だ。


